
* 先端に針が取り付けられています。 『針キット』 を箱から取り出す際は、

　 針先に ご注意ください。 折れた 『針キット』 はご使用いただけません。針キットの交換方法針キットの交換方法 針キットはお子様に触れさせないでください。

必ず大人の方が針キットの交換作業を行ってください。

針キットを針ガードの穴に入れる

電源スイッチを「○」（OFF）にし、乾電池を外して下さい。針が上がっていることを確認してから針の交換作業を行って下さい。電源スイッチを「○」（OFF）にし、乾電池を外して下さい。針が上がっていることを確認してから針の交換作業を行って下さい。

 ホームページでも針キットの交換方法を動画でご覧いただけます。 http//www.axeyamazaki.co.jp/hug/    
【はじめに】【はじめに】

止めネジを外す

止めネジを 2 箇所外します。 

＊矢印のネジ以外は絶対に外さないでください。

針キットカバーを左へ外します。

止めネジ

針キットカバーを外す 針キットを外す

針キットカバー

針キット

針先に注意

① 引き出す

② 抜き取る

針キット正面図

針キットの●部分に指を入れ、 『針キット』 の中心をつまみます。

正面図の角度まで引き出し、 セットされている 『針キット』 を抜き取ります。

針ガードが外れた際は、 ミシン本体と針ガードのレールを

合わせ取り付けます。

＊針ガードの向きは針ガードの毛糸の溝を正面にします。

レール

毛糸の溝

針ガードが外れたら…

針ガード

【表側】 【裏側】

針 針

新しい針キットを箱から取り出す

回転ドラム
ピン溝

新しい針キットを箱から取り出します。 『針キット』 には 5 本の針が
取り付けられています。 取り扱いには十分注意して下さい。

ハンドルを押しながら回し、 回転ドラムピンを真上にします。
『針キット』 の 【裏側】 をミシン本体に向け、 『針キット』 の
針 5 本を 『針ガード』 の針穴 5 か所へそれぞれ差し込みます。

針が見える
方が 【表】

針先に注意

回転ドラムピン回転ドラムピン針ガード

5 本の針が 1 本ずつ穴に
入るようにセットします。
針が穴から外れていると
針が折れてしまいます。

止めネジ長さ ：
約 2 ㎝
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ご使用上の注意ご使用上の注意 Hugを安全にご使用頂くためにHugを安全にご使用頂くために

生地を無理にひっぱらない！針ガードを押さない！
針ガードに手をあてて強く押すと、 針がひっかかりミシンが止まります。

針ガードは絶対に押さないでください。

*　針を交換しても縫えない場合は、 電池も新しく交換してください。 ( 電池の種類や品質によっては正常に

    動かない場合がありますので、 正常に動かない場合は電池の種類もかえてみてください。 )

生地がひっかかり動かなくなった場合は、 無理に生地をひっぱらないでください。

生地を無理にひっぱると針が曲がります。 また針が折れることもあります。

生地が取れないときは電源を切って (OFF)、

内側の丸いハンドルを押しながら回し針を上

げてから生地を取り出してください。

8

針キットカバーをかぶせ止めネジで固定する針キットを本体にはめ込む

針キット

カチッ

傾け過ぎると針が折れます。

針キット 【裏側】 の 『回転ドラムピン溝』 をミシン本体の 『回転ドラムピン』 に差し込み、 しっかりとはめ込みます。 針キットカバーを本体に取り付け、 止めネジ２箇所で固定します。

正面図 正面図

はめ込む

http//www.axeyamazaki.co.jp/hug/

回転ドラムピン回転ドラムピン
【裏側】

回転ドラム
ピン溝

針キットカバー

止めネジ

電池を入れる前にハンドルを手で押しながらゆっくり回して、 針が途中で止まらず回すことができるか確認して下さい  手動でスムーズに回すことが出来れば、 電池を入れて完成です。最後に

手で針ガードを押さない


